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どうぞ、
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「すみません」で押し分けて、
みんなの居場所を整える
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共通の遊びは、「すみません」で押す
単純な移動から、相手の居場所を考える小さなパズルへ
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操作
WASD ・矢印キー・ドラッグで移動。
相手に触れ、そのまま押す。

目的
人や物を、椅子や足跡の位置へ。
相手を置く場所は画面で分かる。

考えること
先に誰を動かすか。どちらから押すか。
相手が退ける場所を、どこに残すか。 対象：短い場面で試行錯誤し、

接触の反応を楽しみたい人。



反応を増やした後にも、残っていた課題
作者が v1.1.0 を遊び直し、操作の選び方を見直しました
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今回の発見

NPCは動くようになった。けれど、押し続ければ
目的地へ着く場面があり、順番や方向を考える必要が薄い。

改修で変えたこと

相手の反応を、クリア条件に関わるルールへ。
映画館では、全員を座らせても字幕が見えなければ終わらない。

残す軸

「すみません」で人や物を押し、決まった場所へ整える。



10話の役割
1 話に一つの考えどころを置き、後半で組み合わせます
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話 場面 押すときに考えること
01 会議室 相手の後ろへ回る
02 会議室の入口 一歩引いてから、押し直す
03 会議室のマイク 机を回り、2人を案内する
04 自動販売機 広い体で、入口を開ける
05 コンビニ 列の先に、退ける場所を作る
06 回転ずし 物を押して、人を押す準備をする
07 朝の体操 お辞儀が返ってくる方向を読む
08 映画館 座る位置と、字幕への視線を整える
09 公園の面接 側面から押して、占める幅を変える
10 宇宙会議 輪を回す範囲と、配置の順序を考える



会議室：まずは、おひとり
第 01 話　会議が始まる直前。椅子の手前で、同僚が立ったまま待っている。
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クリア条件
同僚を、後ろの椅子まで押して座らせる。

考える点
相手の後ろへ回り、椅子の方向に押す。
横から触れたら、一度離れて位置を直す。

相手の反応
押した方向へ同僚が動く。接触中は
「すみません、通ります」が繰り返される。

おかしさ
席を勧めているのに、何度も謝ってしまう。 最初の1人で、接触する方向と移動の関係を覚える。



会議室の入口：どうぞ、どうぞ
第 02 話　入口で同僚と鉢合わせ。左右へ避けると、相手も同じ側へ動く。
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クリア条件
譲り合いをほどき、同僚を椅子へ押す。

考える点
一歩下がって止まり、相手を落ち着かせる。
その後で後ろへ回り、席へ押して案内する。

相手の反応
動き続けると、相手も避け続ける。
少し待つと、横への動きが止まる。

おかしさ
双方が「どうぞ」と言うほど、入口が塞がる。 止まるのは、次に押しやすい位置を作るため。



会議室のマイク：謝罪が響く
第 03 話　机の左右に 2 人の同僚。会議用のマイクだけが、よく音を拾う。
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クリア条件
机の両側にいる2人を、それぞれの席へ押す。

考える点
机を回り込み、1人ずつ後ろへ近づく。
中央を横切らず、椅子までの道を確保する。

相手の反応
接触した相手が動き、マイクの近くでは
謝り声に合わせて周りもお辞儀する。

おかしさ
小さな「すみません」が、会議室中に響く。 机を避けて押す基本に、

周りへ広がる反応を加える。



自販機：ちょっと、休ませてください
第 04 話　休みたい青い自販機。休憩場所の入口では、 2 人の客が硬貨を持っている。
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クリア条件
客を上下の待機位置へ押し、
自販機も奥の休憩位置へ入る。

考える点
機械の片側で1人ずつ、外へ押し分ける。
正面からまとめて押すと、入口が狭くなる。

相手の反応
押すと小さく会釈して後退する。
退路が詰まると、譲り合って止まる。

おかしさ
機械が謝り、客も道を譲る。
丁寧なのに、誰も先へ進めない。

同じ移動方向でも、触れる位置で通路が変わる。



コンビニ：最後尾から失礼します
第 05 話　レジへ向かう 3 人の列。狭い通路の手前に、買い物かごも並ぶ。
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クリア条件
客を並ぶ位置へ押して整え、
出口までの通路を空ける。

考える点
先頭の退路を作ってから、後ろを押す。
1人を横へ寄せ、仮の空き場所にもできる。

相手の反応
前が詰まると、後ろも進めない。
押す位置を変えると、列が動く。

おかしさ
列を伝わる謝り声を、レジが
長いレシートとして印刷する。

押す相手の先に、もう1人いることを読む。



回転ずし：お連れ様も、お皿へ
第 06 話　 2 人の客と、皿に載った小さな椅子。脇には大きな湯飲みが置いてある。
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クリア条件
2人を、隣り合う皿の椅子へ押す。

考える点
湯飲みをレーンの隙間へ押し、皿を止める。
先に席をそろえてから、客を案内する。

相手の反応
1枚が止まると、後ろの皿も詰まる。
湯飲みを外すと、並んだ皿がまた流れる。

おかしさ
お連れ様が、お寿司のように流れていく。 物を押して状況を作り、続いて人を押す。



朝の体操：お辞儀は、その場で
第 07 話　青い犬が先生。 3 人の生徒のうち、 1 人はお礼のお辞儀が大きい。
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クリア条件
生徒を、それぞれの体操マットへ押す。

考える点
先に熱心な生徒を案内し、お辞儀を待つ。
近くのマットは、返礼が済んでから埋める。

相手の反応
一歩戻った生徒が、近くの人を押す。
返礼が終わったら、もう一度案内できる。

おかしさ
お礼が丁寧すぎて、隣の生徒がはみ出す。 押し終わった後に返ってくる動きまで考える。



映画館：座っても、見えません
第 08 話　背の高い観客と低い観客。青い字幕は、銀幕の下へ戻りたい。
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クリア条件
観客を席へ押して配置し、字幕も所定位置へ。
全員が字幕を見られる状態でクリアする。

考える点
高い人を後ろや端へ案内する。
奥から座らせ、字幕が通る道も残す。

相手の反応
見えない観客が首を伸ばし、立ち上がる。
視界が通ると、安心して座り直す。

おかしさ
映画の字幕が、観客に向かって何度も謝る。 座席への到着に加え、人同士の視線も整える。



公園の面接：羽をお納めください
第 09 話　長椅子に鳩の面接官が 3 羽。正面には、応募者が座る席がある。
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クリア条件
羽を畳み、鳩を3つの位置へ押す。
最後に自分も応募者の席へ座る。

考える点
正面から押すと、羽が広がって場所を取る。
側面へ回り、羽を畳ませながら横へ詰める。

相手の反応
広げた羽で、隣の鳩が押し出される。
横から触れると、体を細くして動く。

おかしさ
面接官の顔は真剣。隣の顔には羽が当たる。 押す方向によって、相手の占める幅が変わる。



宇宙会議：その輪、少し失礼します
第 10 話　星たちが会議に集合。土星の大きな輪が、通路を横切っている。

どうぞ、おかけください。 / v1.2.0 14

クリア条件
惑星をそれぞれの席へ押し、
最後に地球も自分の席へ入る。

考える点
輪の端を押して向きを変え、通れる幅にする。
回す前に、周りの星を一度よけておく。

相手の反応
本体を押すと土星が移動する。
輪を回すと、近くの惑星まで押される。

おかしさ
土星の輪を直すつもりが、隣の星まで動く。 輪が回る範囲と、

配置する順番を一緒に考える。



試遊から続けた、5段階の改修
前半 3 段階は人に遊んでもらった経験。後半 2 段階は作者自身の再プレイです
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1 人と椅子だけでは単調
会議室を加え、座る理由を見せた。

2 場面があっても反応が淡泊
接触に「すみません、通ります」を重ねた。

3 会議室以外も遊びたい
「座る」を共通点に、全 10 話へ広げた。

4 後半が物を運ぶだけになった
追う客、詰まる皿など、途中の反応を加えた。

5 反応が増えても選ぶ余地が薄い
押す順番・方向・空間がクリア条件に関わるようにした。



今回の実装と、次の試遊
配置ルールを実装したことと、その面白さを確認したことを分けます
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今回、確かめたこと

各話に、見える配置目標がある。
押す方向や周りの空きが動きに影響する。

配置条件を満たしたときにクリアでき、
操作をやり直して別の動きを試せる。

次に、人のプレイで確かめること

同じ方向へ押し続けず、
周りを見て回り込むか。

誰を先に動かすか、自分で決めるか。
通れない理由を、画面から理解できるか。

つまずいた場所と、試した操作を記録する。
新仕様の評価や笑いの増加は、まだ実証していません。



画面と声で、配置の理由を伝える
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始める前から、状況が見える
椅子、足跡、字幕への視線。
長い説明を読む前に、目標と困り事が見える。

接触が、反応のきっかけ
操作するものは青。反応の言葉は赤と青。
声は、触れている間に繰り返す。

失敗しても、動かし直せる
一度置いた相手も、押して位置を調整する。
戻す・やり直しで、別の順番を試せる。 丁寧に案内しているのに、

周りまで押してしまう。



プレイできます
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ブラウザ版
https://kashin-ou.itch.io/please-take-a-seat

作品ページ
https://kashin.ink/works/please-take-a-seat

王家進 / Kashin Ou
企画の方向づけ・試遊・改善判断
Godot 4.7 / GDScript 　全 10 話 / 1 人用

Codex の支援を使用（実装・検証・資料作成）。音声はKyokoの合成音声。

https://kashin-ou.itch.io/please-take-a-seat
https://kashin.ink/works/please-take-a-seat
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